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甲陽学院同窓会
学年代表　　　　　　　　　　　　　殿
同窓会夏の会員総会への　

参加声掛けのお願い

甲　陽　学　院　同　窓　会

会長　有田和男
謹啓、貴下ますますご清栄のことと拝察致します。日ごろは同窓会活動にご協力をいただき誠に有難うございます。

　母校の進学面での評価はますます高まるとともに、同窓会の会員数は１万人を超える大きな組織に成長いたしました。

　これからは、世代を越えて同窓生が親しく交流する活力溢れる活動のための場づくりが求められています。

そこで、同窓会活動の中で最も大きなイベントである夏の会員総会を盛り上げるため、学年を代表される立場の貴兄に、貴学年の１０名以上の皆さんに会員総会への参加の声掛けをお願いしたく、この手紙を差し上げる次第です。
　今年の会員総会は、第１部ではアルツハイマー病治療薬の研究で世界から高く評価されている５９回生の東京大学大学院医学系研究科教授　岩坪威氏の講演会を、第２部では、大震災・津波・原発という国難に直面している時、同窓会が「あしなが育英会」を通じて被災地の子供達に寄付をする贈呈式を、また６９回生の東北大学大学院医学系研究科助教・病棟長　長谷川隆文氏による被災地からのアピールなどを盛り込み、西の甲子園から東日本再生へのエールを送るべく企画しております。
　概略は同封のチラシの通りですが、参加していただくきっかけはとなるのは、やはり同学年からのパーソナルなお声掛けです。お手数を取らせてまことに恐縮ですが、是非とも同学年の皆様への参加要請をお願い申し上げる次第です。
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担当　会員総会運営委員会　委員長　揚野　寛
